
33

第
４
章

⑦さらに改革を進める（P.26 参照）

校長は、複数の改革案をさらに推し進め、加速させる。

短期的にも成果が出始めてくると、学校全体としてもより良く改革していく機運が高まってきます。コアチー

ムメンバーに限らず、個々の教職員からも様々な改善のアイデアが出てくるようになります。その機運や教職員

のモチベーションをさらに高めるべく、個別のプロジェクトや判断・決定などをどんどん個々の教職員やチーム

に任せていくことが重要です。学校全体に大きく関わることはコアチームでの議論が必要ですが、個々の教職員

や学年団などで判断できることも多くあります。ここまでの議論のプロセスや改革案の実行を共有し、学校の目

的と方向性さえ確認できていれば、それぞれの判断基準を統一することができ、結果的に大きくズレる心配はあ

りません。

当初は学級や学校単位で変える意思決定ができたと思いますが、そのフェーズを超えると残るのは学校だけで

は完結しない改革案になってきます。例えば、地域や保護者の協力が不可欠なものや学校区の全学校を巻き込む

取組、部活動の大会などで中学・高校の体育連盟・文化連盟の協力が必要なものなどです。

事例：保護者への説明

本校は、改革に伴う大きな変更に対する説明とコミュニティ・スクールを中心として地域や保護者の協力を取り付ける
ために保護者説明会を開催しています。既存の「新入生保護者説明会」と「在校生保護者説明会」に上記意図を加えて実
施するため教職員の共通理解を図るなど準備も丁寧に行いました。ただし、「働き方改革」の観点にも触れますが、あく
までも「子どもたちのために教育の質を向上する」ことを目的としている旨を説明しました。
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学校における

働き方改革の推進

五稜郭中学校の

特色ある教育活動

キャリア教育の充実

社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度の育成

○1年：職場訪問・高校調べ等 ×西部地区自主研修廃止

○2年：職業体験1日→2日等 ×宿泊研修廃止

○3年：大学･専門学校訪問等（修学旅行自主研修に含む)

※令和2年度新入生から順次移行する

生徒主体の活動の充実
生徒が学校づくりに参加し、主体的に行事や部活動に参画

○体育大会･文化祭：生徒による企画立案（体育大会実行委
員会･文化祭実行委員会企画）

○専門委員会：点検活動→活動内容企画立案からのスタート
○部活動：生徒の自主的・自発的な参加，運動文化に親しむ
（週2回年間113日休養日，平日2時間･休日3時間の活動）

新しい時代に必要となる資質・能力の育成
令和3年度全面実施の新学習指導要領への対応

○授業改善：「教師が何を教えるか」→「生徒が何ができる
ようになるか」 ※主体的･対話的で深い学びの実現

○学習活動：言語活動･体験活動の充実，ICTの活用
○道徳教育：「考え，議論する道徳」の実践，全教員による
授業実践 ※校内研究2カ年計画の2年次

○学習内容の定着化：定期テスト３回＋確認テスト２回
○主体的な学習習慣の確立：宿題→学習例の提示
○読書環境の改善充実：図書館放課後開放

家庭や地域社会との連携･協働
地域の子どもは地域全体で育む取組の充実

○図書館開放：地域コミュニティー機能の拡充
○地域防災訓練：保育園，小学校，町会合同で9月に実施
○イベント掲示板：掲示板を活用した地域住民との交流
○中学校区連携CS会議：5小学校1中学校CSによる取組の充実
（R1年度は教育講演会を実施）
○学びcafeの拡充：町会やCSにおける学びサポート

生徒と向き合う時間の確保
これまでの当たり前を見直し，より実りのある取組への挑戦

○1学期間中の家庭訪問・懇談 ×4月の家庭訪問週間
○放課後ピアサポート学習 ×1.2学期通知票所見なし
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【知育】真理を追究し 確かな学びをもつ 生徒

【徳育】心豊かな 思いやりのある 生徒

【体育】心身を磨き かけがえのない命を尊ぶ 生徒

【美育】ふるさとや自然を愛し 人に感謝する 生徒
自立に向けた基礎・基本の定着（キャリア教育の充実）
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重点教育目標
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⑧新しい文化を築く（P.27 参照）

学校は、新たな行動様式が過去の因習に置き換わるまで、新しいやり方を持続する。

改革の流れを継続させ当たり前の文化にするためには、学校のこれまでの文化・規範がこれまで推進されてき

た改革と完全になじむようにする必要があります。そうでなければ、改革が停止されると、元の学校文化が再び

頭をもたげてくることになります。例えるなら学校文化は多年草の根と似ており、表面上の茎や枝を切っても、

根が残っていればまた生えてきます。表面に見えているものの奥や根底にあるものを意識する必要があります。

また、学校を客観的に観察できるのは外部の人間で、学校文化が教職員の意識しないところできわめて強力に

機能している事実をはっきりととらえることができます。必要に応じて外部人材からもフィードバックをもらい

ましょう。


